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〈編 集 後 記 〉

昨年9月 、小林祐次先生(蛋 白研)と ともに 「低温 セソターだよ り」編集委員 に加 えてい

ただ きました。吹田 ・豊中両地区に超伝導NMRが 相 次いで導入 され、 「液体ヘ リウム」は

われわれ化学の研究者 にとっても、近年、かな り身近 なものになっています。

ところで、私が超伝導NMRと 呼 んでいるのは、生体関連物質をは じめ とする有機 ・無機

物質の分析や構造解析で使用す る、いわゆる 「高分解能NMR」 のほ うです。この分野で昨

年、エル ソス ト教授 がノーベル 「化学賞」 を受賞 したのは、記憶 に新 しいところです。最近

では、溶液だけでな く固体試料で も高分解能スペク トルが得られるようになり、化学 と物理

学の境界 がな くなりつつあるのを感 じます。

あらためてバ ックナソバーを眺めてみて、本誌では 「超伝導NMR」 が必ず しも 「高分解

能NMR」 を意味 しないことを知 りま した。学内のいろいろな方々が、 「低温」、 「超伝導」、

etc… を キー ワー ドに して原稿 を寄せておられる 「低温 セソターだよ り」 は、まさに、幅広

い研究分野の境界領域 といえます(私 には編集委員会 もけっこ う刺激になっています)。

最後にな りま したが、懸案であった豊中地区のヘ リウム液化機 の更新が実現にむけて動 き

だ したのは誠 に喜 ば しいことであ ります。関係各位の御努力に心 から感謝 申上げ ます。

(右手浩一)
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